





スラブ面など 


風お巧を筒トップは上方及び両側にを流を阻止する 
障害物がないこと 

窗雪のをい化ちでは、最高積雪面より如加な上離れる 
場所に、おホな筒を取 y せけてください。 

霞図では巧燃物までの離隔距離を示していますが、 

保ず点検や性能維持のため、不燃物などの塌合も 
因の離隔距離として〈ださい （ X 2 は除く） 

ま(※り防义上、必要な可燃物との離隔距離は 10 cm な上ですが、 
ち側面を保守管理のため、 30 Gm な上離すことを推奨 
します。 

( X 2) 抓 cm な上の寸まは、不燃がを巧用する場合は 
3 Dcm な上とする。 
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単位 


WY3-0435 


図面番号 


所有者累 

(1) 

保護シ…ル 

(1) 


( 1 ) 


特定保守製品説明 


工事説明* 

(1) 

保証® 

(1) 


取扱説明磬 


ゴム製を油管 (1.2 m ) (1) 


壁固を金具 


4 x 25 タッヒンねじ 


4 x 10 タッピンねじ 


* トッパーリング 


拂気管断熱カバ- 


給排気箇セッ 


ワイヤーバンド乂 


ワイヤ—バンド小 


付属部品 


その他の装置 


圖外形寸法図【単位：画】 



壁固定金具巧位置 


お排を简巧位置（正面図） 

80 160 

65 6! 

- 




室外フランジ径 


薄型給巧を简(同巧） 



067-80 お排を筒 
壁貫通巧位置 



仕様_ 

型まの呼び 
種類 

外化寸ま 
点、かちま 
使用燃料 


燃料ミ肖費量 


最大 

暖房出力 - 

最ル 

最大 

燃料ミ肖費量 - 

最小 

エネルギー ミ肖費効率(区分名） 
排お温度 

費量_ 

霞流ヒユーズ 
置源霞圧•周波数 

定格消費霞力 - 

点义時 

(50/60HZ) - 


_ PSC 対応品 

FFR -55 KL (特定保守製品） 

ポットま，強制給排気お，強制対流化 
高さ625邮1幅4抓皿！奥行292咖 
電気お义 

な油 ( JIS 1号な油） 

5.47 kW (4, 700 kcal / h ) 

1.59 kW (1.370 kcal / h ) 

6.36 kW (0.618 L / h ) 

1.85 kW (0.18 L / h ) 

86.0%( B ) 

2 抓では下 
20k 巨 

简型 2( tam 10 A 
100 V 50/ 邮 Hz 

点义初期に短時間発生 630/630 W 
335/335团 
47/45曲 


待機時消費電力 (50/60 HZ ) 

0. 5/0.目 W 

給排な简の型式の呼び 

F 们 -6 巧-1 

おおな筒の巧び径 

D 40 

おがを简径 

5 tai 

給排気简壁貫通部巧径 

67〜8化咖 (65 rren 既設の巧取イ寸巧能） 


を全装置 


点义ま全装置 巧霞自動ミ肖义装置 

巧電安全装置 過熱防止装置 

燃焼制御装置_不完全燃烧化止装置 

排を管巧け検知装置 






可燃物 















































